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「学会を含むリーダーシップ活動における機会均等」
趣旨　　
　学会活動の眼に見える場面での女性研究者の活動状況について
実態調査（属性調査）を行って数値化し、学会間で比較調査する。さ
らに「リーダーシップ」という観点から、女性リーダーを育てvisibleにす
るための方策を考える。

活動目的
　１．学会活動における実態を把握する
　*学会発表、委員会活動の場における属性調査
　*経年的な調査
　*学会間の比較調査からvisibility高低の要因を探る

　
　２．女性研究者をvisibleにする方策を考察し提言する

ワーキンググループメンバー
　日本分子生物学会、日本植物生理学会、日本遺伝学会、等



一般演題発表者に比べてシンポジウム・ＷＳの
発表者、オーガナイザーの女性比率は低い

分子生物学会の発案による属性調査の開始
（2009年）

属性調査の背景
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属性調査の意義
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•学会におけるリーダーシップ活動において、
見えないバイアスやバリアはあるのか、実際
のデータから検証する

•学会発表におけるシンポジウムの主催者や
座長など、リーダーシップ的な役割における、
女性比率を調査する

•さらに属性調査によりその詳細を調べ、女性
比率を左右する要因を探る





分子生物学会における演題発表者の職階分布
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シンポジウム/WS 発表者における女性ＰＩの割合は低い



•日本遺伝学会
•園芸学会
•日本神経科学会
•日本植物学会
•日本植物生理学会
•日本発生生物学会
•日本分子生物学会

ご協力いただいた学協会
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一般演題発表者

＊分子生物学会、日本植物生理学会、植物学会、日本遺伝学会、発生生物学会の2010年年会における合計データ

学会でのリーダーシップ活動における女性比率
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学会でのリーダーシップ活動における女性比率
学会間の比較
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学会により、シンポジウム発表者・オーガナイザー等
のリーダー的女性比率は異なる



学会発表における座長の女性比率
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＊園芸学会データは発表者全体ではなく会員全体の女性比率

シンポジウム発表者の女性比率が比較的高い学会においても
座長の女性比率は低い



日本植物学会におけるオーガナイザー属性と
シンポジウム発表者の女性比率の関係
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男性のみオーガナイザーの
シンポジウム

女性入りオーガナイザーの
シンポジウム
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41.3%

58.7%

女性シンポジウム発表者
男性シンポジウム発表者

女性オーガナイザーがいると　女性シ
ンポジウム発表者が選ばれやすい



日本植物生理学会における学会賞・奨励賞
の女性受賞者数と審査員の女性比率
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女性審査員の登場後、初めて女性受賞者
が誕生した



発生生物学会における国際合同学会と国内
学会シンポジウム発表者女性比率の比較
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国内学会シンポジウム発表者
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国内学会演題全体
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２００８年　日仏合同学会
２００９年　日仏合同学会
２０１０年　日米合同学会

国際合同学会開催時における　シンポジウム発表者女性比率は
国内学会よりも高い



•女性が選ぶ側にいないと女性が選ばれにくい
という無意識のバイアスがあると考えられる

•女性のvisibilityを上げることが　女性リーダー
の育成につながると考えられる

1) 主催者側に、より多くの女性を登場させる
2) 国際学会など、外からの目を意識させる
3) 無意識のバイアスがあることに気付き、
　　　意識改革のための学会企画等を行う

学会を含むリーダーシップ活動における機会均等　
まとめ
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方策として・・
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